
 

 

 

 

 

 
 

 

2023 休眠預金事業は、6 月 25 日に 10 実行団体が資金提供契約を締結、さらに 2 次募集の実行団体は 7 月 18 日

の資金提供契約を締結。合計 11 の実行団体は各事業計画・資金計画に基づき、長野県下 10 広域圏での精力的な活

動に入った。 

長野県中間コンソーシアム・資金分配団体は、8 月 5 日の定例会議において、11 実行団体への伴走支援について

PO（プログラムオフィサー）を中心に、原則毎月 15 日までに月次精算報告及び事業取組み状況の報告を求めて、

事業の進捗状況を確認、支援をしていくことにしました。併せて、各実行団体の取組み状況の情報誌を発行するこ

とにしました。 
 

【伊那市社協（エリア：上伊那ブロック）】 

 伊那ブロッ

クでは４月 19

日に「休眠預

金活用による

事業に係る関

係者会議」を

開催し、2022

事業の振返り

を行い、毎月関係者会議を開催することを決めた。 

８月 28 日(水)の開催には、上伊那ブロック内関係者

18 人が出席。ブロック内の広域連携活動の推進につい

て協議、具体的広域活動の方法について意見交換を行

い前向きに検討することになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【木祖村社協（エリア：木曽ブロック）】 

 7月8日（月）木曽郡町村社協会長・事務局長会議が開

催され、その席上木祖村社協が実行団体に採択されたこと

を報告。そして休眠預金事業が郡内６町村社協の全面的な

協力で事業展開が出来

るよう要請した。 

 8月 9日（金）郡内

5町村社協及び役場

に、住民への回覧用の

チラシを持参し配布を

依頼した。対応した行

政関係者からは「生活

困窮者への食糧支援はありがたい事業」等歓迎された。休

眠預金事業の支援事業の一つ「ゴミ屋敷片付けの支援」に

ついては、各町村からニーズが多数あることが分った。  

 木曽郡の北端にある木祖村社協は、郡内の町村巡りは往

復で約150㎞猛

暑の中、高級

車？(軽乗用車の

ベンチシート)で

もあり、かなり

の苦痛・重労働

であった。 

 8月22 日に

は、全戸配布用

のチラシを郡内

町村役場に届け

た。支援の希望

申込は10 月10

日で、その後支

援物資の提供を

開始する。 
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【長野日報 1面 2024.7.24】 

※木曽郡内人口：約23,000 人 面積：約1,546km² 

香川県の面積の82％ 香川県面積：約1,876 km² １
月 



【山ノ内町社協（エリア：北信ブロック）】 

７月から毎月利用

希望者の申し込みを受

け付け、北信ブロック

内の７市町村社協を通

して申込者に届けてい

る。既に７・８月の２

回の配送を実施した。 

地元の運送業者が配達の際に届

け先世帯の状況やニーズを聴き取

り情報把握に企業貢献する体制が

生まれている。 

基本的な箱詰めは山

ノ内町の就労作業所で

行い、最終的にはそれ

ぞれの社協でニーズを

キャッチっし、申込者

のニーズに応じた物資

を調整して届けてい

る。 

困窮世帯では食品の

ほかに生活用品のニー

ズも高いため、大きめ

の段ボールで荷造りに

配慮している。 

 

【小諸市社協（エリア：佐久ブロック）】 

 7月26 日（金）佐久ブロック休眠預金事業担当者会議

を開催して、ブロック内市町村社協に協力を呼びかけて事

業を開始。 

 8月 6日はイベン

ト・サマーキッズフ

ェスタを取材。 

参加した子供は、

勉強とご飯を一緒に

食べたりボッチャや

折り紙、遊びコーナ

ーで自由に過ごした 

スイカ割りでは、

付き添い役がアイマ

スクをした子に、

「まっすぐ前、止ま

って。１歩左」と、

はっきりと指示。協力してスイカを割って楽しんでいた。 

小諸市社協のサマーキッズフェスタは、初めての企画

で、小諸市内全域から約40人が家族の送迎で参加した。 

休眠預金事業のスタッフ（次長・係長等々）が、活き活き

とイベントをリードしている姿が印象的であった。 

 9月 9日に第2 回休眠預金事業担当者会議を開催予定 

【ワーカーズコープ（エリア：中信地区）】 

７月～８月は、

夏休み中の子ども

食堂や反貧困ネッ

トが実施する困窮

者支援イベント

に、フードドライ

ブなどで寄贈され

た食料を提供し、

休眠助成事業によ

る困窮者支援活動

についての理解を

広めた。 

 ９月から、一般

募集による困窮者

世帯への食料や日

用品の配送事業を

実施するための準備を進めている。 

 休眠預金による困窮者支援活動と併せて、市民や企業の

協力も広げるため、松本市の広報誌に、食料の寄贈を呼び

かける下記の広告を掲載予定。 

 

 

 

 

 

【はなぶさ学園（エリア：下伊那郡）】 

8月2 日(金)飯伊ブロック社協事務局長会議会議が開催

され、その会議にはなぶさ学園から下伊那郡内町村社協に

休眠預金事業の協

力を要請した。 

 防災カフェ 

（子ども食堂） 

今後の予定 

◇ 9月7 日  

高森町 

ボランティ 

アセンター 

◇ 9月11日  

松川町 

あらい商店街 

・ぷらっと 

◇ 9月16日  

飯島町 

サクラサクヨ 

 

 

 

 
２
月 



【北アルプスの風（エリア：大北ブロック）】 

北アルプス地域の５市

町村社協と連携し、緊急支

援ニーズのある世帯への食

料や生活用品の配送を7

月から実施している。 

事業の方向については、

7月から毎月定例で関係者

連絡会議を開催し、情報を

共有し協議していた柔軟な

展開を目指している。 

8月の連絡会では地域の

ニーズの状況に応じた支援

の検討を行い、ライフライ

ンのない世帯には、カセッ

トコンロとボンベを提供す

る案がされ賛同を得た。 

支援物資の仕分けは、北

アルプスの風が運営する就

労作業所「がんばりやさ

ん」の利用者が参加し、梱

包された物資は、地域の社

協等が配送する。 

 

【信濃福祉（エリア：長野ブロック）】 

 支援希望者はWebや

QR コードから申込を

受け付け、申込者に

は、8月 19日から毎週

金曜日に約 50件の支

援物資を配送してい

る。 

箱詰めや発送作業に

は、就労作業所「あんど

わーく」のメンバーが携

わり、毎週金曜日の作業

として定着している。 

この事業を利用した

更生保護施設裾花寮や

児童養護施設卒園者の

支援者からは、「大変

助かっている」とのお

礼の言葉が寄せられて

いる。 

また、スポーツ用品

店の協力により、小中

学生のスポーツ用品や

運動靴の購入費用の支

援も計画している。 

【グローブソーシャル（エリア：諏訪ブロック）】 

 8月 2日（金）午前、

2022休眠事業を実施した

「信州協働会議の木村かほ

り氏を迎え、昨年度の活動

展開方法や教訓に学ぶべく

打合せ引継ぎが行われた。 

 9月12 日（木）に開催

される諏訪ブロック社協事

務局長会議にチラシを持参

して休眠事業の周知依頼を

皮切りに、市町村行政等に

協力の要請お願いする予定 
 

【飯田市社協（エリア：飯田市内）】 

8月2 日（金）飯伊ブロック社協事務局長会議会議が開

催され、その席上飯田市社協の事業を紹介説明した。 

8月9 日（金）には、特養第二飯田荘において、休眠預

金事業「もぐもぐさぽーた

ー夏祭りイベント・納涼

祭」でを開催。納涼祭は

「たこ焼き・釣りゲーム」

等が中心で、さぽーたー会

員の親子15 組約30人参

加し、特養利用者が見守る

中、多世代交流の輪を拡げ

ることができた。 

参加者からは、「楽しか

った」「子供が喜んでいた

のでありがたかった」「景

品が素敵でした」等の感想

が寄せられた。 

 

【軽井沢町社協（エリア：軽井沢町内）】 

夏休みしゅくだいカフェを 8月 5～９日に開催。実施週

間中は、子ども食堂が始まる前に宿題スペースを開放し、

おにぎりセットを配布する取り組みをした。 

8月 6日訪問取材の日は、

地元の紙ヒコーキづくりの指

導者に教わり遠くに飛ぶヒコ

ーキを作り、子どもたちは、

庭で歓声をあげていた。 

7月の子ども食堂ひまわり、

しゅくだいカフェ（学習支

援）を開催状況は次のとおり 

〇子ども食堂開催回数  7回 

〇子ども食堂参加者数 180 人 

〇学習支援開催回数  計5回 

〇学習支援参加者数  計11人 

 
３
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2023 休眠預金事業 公募から契約締結までの流れ 
■ 4 月  9日 公募開始（ＨＰ公開） 

■   12 日 公募説明会（オンライン） 

■   15 日～個別相談会（オンライン） 

■ 5 月  8日 公募締切 

■   13 日～ヒアリング（オンライン） 

■   29 日 選考審査会（オンライン） 

■   31 日 ２次公募開始（ＨＰ公開） 

■ 6 月10 日 オリエンテーション(オンライン） 

■   14 日 ２次公募締切 

■   25 日 10実行団体と資金提供契約締結 

■   27 日 ２次選考審査会（オンライン） 

■ 7 月 ２日 システム説明会（オンライン） 

■   18 日 １実行団体と資金提供契約締結    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             【7 月２日システム説明会】 

 

     

長野県中間支援 
コンソーシアム 
(資金分配団体) 

 公益財団法人 長野県みらい基金  
 社会福祉法人 長野県社会福祉協議会 
 認定N P O法人 フードバンク信 州  

の動き 

取組み 

SSW に休眠預金事業の活用を PR 

県スクールソーシャルワーカー（SSW）第３回実務

者会が去る8 月19日（月）に長野県総合教育センタ

ー（塩尻市）で開催され約50 人のSSWが出席。 

県社協・まちボラの傳田職員からチラシを配布し、

SSWの支援家庭の一助となることを伝えた。 

主催者＆参加者からは「このような情報を提供して

いただきありがたい」等々感謝されました。 

実行団体では、SSWから問合せ・相談には快く対応

をいただくようお願いします。 

資金分配団体定例会＆JANPIAとの定例会議 

 資金分配団体3つの異なる法人・所在地で構成されて

いるため、今年度当初から原則月曜日の午後1時から定

例会を開催して、2023休眠預金事業の公募、公募説明

会、実行団体選考審査会、オリエンテーション、システ

ム説明会等について打合せ、意思統一を図りながら事業

を推進してきた。 

7月、2023休眠預金事業の11実行団体との資金提供

契約を締結した後は、実行団体の担当PO を決め、実行

団体の進捗状況の把握、伴走支援の具体的方法等情報共

有を図っている。 

また、資金分配団体は、JANPIA（日本民間公益活動

連携機構）との月1 回の定例会議を開催し、事業進捗状

況や伴走支援の報告等を行い、休眠預金事業の円滑な事

業展開に向けて協議を行っている。 

＜8月19日(月)の主な確認事項＞ 

① 事業進捗状況・月次精算報告 

  原則、毎月15日までに提出 

② 事業進捗状況の報告様式 

  ８月21日に送った様式（エクセルorワードどち

らかを）使用して報告 

③ 月次精算報告の勤務実績表様式 

 ８月21 日に送った様式（エクセル）を使用 

  最初のシート掲載の留意事項を要確認 

④ 休眠預金事業情報誌の発行 

 毎月1 回の発行をめざしますので情報の提供を 

 会議やイベントの写真には、月日と簡単な説明を 

 長野県みらいベースホームページにもUP 

  トップページ 右上お知らせをクリック 

次回定例会は９月19 日(木)13:00～ その後 JANPIAと 
４
月 


